
黄金色に染まった納沙布岬の日の出
ロシアとの領土交渉は難しい局面にあるが四島返還の声は絶やさ
ずに続けたい。２月７日は北方領土の日。
写真提供／根室市

　
「
１
７
９
」
は
道
内
の
自

治
体
の
数
で
「
35
市
・
１
２

９
町
・
15
村
」
と
な
る
。
市
・

町
・
村
の
格
付
け
で
地
方
交

付
税
交
付
金
の
配
分
に
も
差

が
出
る
。
地
方
自
治
法
で
は

「
市
は
５
万
人
以
上
」「
町
は

５
千
人
以
上
５
万
人
未
満
」

と
な
っ
て
い
る
。
村
は
定
義

さ
れ
て
い
な
い
が
自
ず
と

「
５
千
人
未
満
」
と
な
る
。
こ

の
分
け
方
を
す
れ
ば
市
町
村

の
実
勢
で
は「
15
市
・
97
町
・

　
北
海
道
は
全
国
47
都
道
府
県
の
中
で
も
、
人
口
減
少
が
加
速
す
る
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

の
方
に
あ
る
。
早
く
手
立
て
を
し
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
の
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
道
民
が
危

機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
教
育
特
区
で
全
国
一
子
育
て
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

に
予
算
を
使
っ
て
も
将
来
戻
っ
て
来
る
は
ず
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　文
／
山
田
勝
芳

67
村
」
と
な
る
。

　

人
口
減
少
に
一
喜
一
憂
し

真
剣
に
考
え
る
べ
き
と
い
う

視
点
に
立
っ
て
「
15
・
97
・

67
」
の
〝
本
来
の
数
字
〞
を

出
し
て
み
た
。
地
方
応
援
、

過
疎
地
応
援
を
掲
げ
る
小
紙

に
他
意
は
な
い
。
地
方
都
市

は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
だ
け
だ
。

仮
に
、
住
民
が
減
っ
て
市
か

ら
町
へ
、
町
か
ら
村
へ
降
格

と
な
る
厳
格
な
ル
ー
ル
が
あ

れ
ば
「
交
付
金
が
減
ら
さ
れ

る
」
が
現
実
と
な
っ
て
、
地

方
行
政
は
減
ら
さ
な
い
よ
う

に
真
剣
に
努
力
す
る
は
ず
。

少
な
く
と
も
、
減
ら
さ
な
い

努
力
や
移
住
者
を
引
っ
張
っ

て
来
る
努
力
は
す
る
は
ず
。

今
日
ま
で
自
治
体
の
降
格
が

な
い
〝
慣
習
〞
が
続
い
た
の

で
停
滞
し
て
し
ま
っ
た（
？
）。

　

逆
に
、
日
々
努
力
し
て
人

口
が
増
え
た
の
な
ら
、
通
常

よ
り
も
交
付
金
を
特
別
加
算

し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

国
が
通
常
し
か
で
き
な
い
の

な
ら
、
道
段
階
で
特
別
加
算

し
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
。

　

府
県
よ
り
際
立
つ
教
育
特

区
で
、
北
海
道
を
子
育
て
や

教
育
の
先
進
地
に
し
た
い
。

道
内
の
私
学
も
道
外
出
身
者

が
多
い
大
学
、
卒
業
生
も
道

内
就
職
者
が
多
い
大
学
に
は

住
宅
補
助
や
奨
学
金
で
厚
遇

し
て
も
い
い
。
奥
尻
高
、
静

内
農
高
、
音
威
子
府
高
の
よ

う
に
越
境
入
学
者
を
殖
や
す

方
策
を
多
用
し
た
ら
い
い
。

卒
業
後
、
越
境
組
が
定
住
し

た
ら
儲
け
も
の
。〝
教
育
特

区
で
浮
上
〞
が
今
年
の
正
夢
。

人口減にもっと緊迫感ある対策を
  教育特区で全国一の子育て先進地に!!

今月のイチオシ記事

読者プレゼントは最終面にあります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4~5

●ミルク&ナチュラルチーズ
　フェア開催予告

●新春対談
    「食料の安全保障を語る」
　 JA北海道中央会代表理事会長

樽井 功さん
×

公益社団法人札幌消費者協会 会長
髙田 安春さん

つくる、うる、かうに地域共同体の理念を。
地域でとれた原材料を地域で加工し、それを流通業界が意識して販売、消費者も心して買い、利用する。
そうすることで地域経済が循環する。そんな北海道共同体の理念を『イーハトーヴ』は提案します。

都市と農村、消費者と生産者を結ぶ交流紙
北 海 道 全 域
無料配布
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日
本
一
お
い
し
い
お
米
を

決
め
る
「
第
12
回
米
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
i
n
ら
ん
こ
し
」

の
決
勝
大
会
が
11
月
18
日
、

蘭
越
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

で
３
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
、
満
を
持
し

て
の
入
場
制
限
な
し
と
な
り
、

会
場
は
朝
か
ら
こ
の
日
を
待

ち
に
待
っ
た
観
客
で
大
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
道
内
外
か
ら
過

去
最
多
と
な
る
３
８
０
品
の

出
品
と
な
り
、
北
海
道
２
１

【
問
い
合
わ
せ
】

℡
０
１
３
６・55・６
５
１
７（
直
通
）

蘭
越
町
農
林
水
産
課
農
政
係

●
米‐１
グ
ラ
ン
プ
リ
i
n
ら
ん
こ
し

通
常
開
催
で
会
場
大
賑
わ
い

﹁
最
高
の
幸
せ
で
す
﹂

安
田
さ
ん
に
満
場
の
拍
手
喝
采

６
品
中
５
品
を
道
産
米

﹁
ゆ
め
ぴ
り
か
﹂占
め
る

　

予
選
審
査
は
全
国
一
律
の

ガ
チ
ン
コ
勝
負
。
全
国
の
調

理
専
門
学
校
な
ど
の
生
徒
や

お
米
専
門
店
の
皆
さ
ん
に
実

際
に
食
べ
比
べ
て
も
ら
う
官

能
審
査
を
実
施
し
、
３
８
０

品
の
中
か
ら
上
位
30
品
（
道

内
20
品
、
道
外
10
品
）
が
大

会
進
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
直
後
か
ら
、
５

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
厳
正
な
審

査
が
開
始
さ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
上
位
２
品
が
そ
れ
ぞ
れ

準
決
勝
に
進
出
。
一
方
、
大

人
気
の
イ
ベ
ン
ト
「
米
重
量

当
て
ク
イ
ズ
」
に
は
観
客
が

長
蛇
の
列
。
昼
前
に
は
、
蘭

越
町
の
伝
統
芸
能
「
讃
岐
瑞

穂
神
楽
」
が
披
露
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
打
ち
鳴
ら
す
太

鼓
、
獅
子
が
踊
る
勇
壮
な
様

子
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
準
決
勝
が
行
わ

れ
、
決
勝
ブ
ロ
ッ
ク
進
出
６

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
決
勝

に
残
っ
た
お
米
は
、
６
品
中

５
品
を
道
産
米
、
し
か
も
５

品
種
と
も
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
占
め
、
審
査
員
が
産
地
を

伏
せ
た
６
品
の
お
米
を
真
剣

に
食
べ
比
べ
、
味
や
香
り
を

最
終
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
高
賞
の

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
と
し
て

蘭
越
町
の
安
田
伸
二
さ
ん
の

名
前
が
告
げ
ら
れ
る
と
、
安

田
さ
ん
は
力
強
い
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
と
り
、
場
内
か
ら
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
挨
拶
に
立
っ
た

安
田
さ
ん
は
、「
昨
年
、
一
昨

年
と
岐
阜
県
の
『
い
の
ち
の

グランプリ受賞の瞬間、ガッツポーズをとる安田さんグランプリ受賞の瞬間、ガッツポーズをとる安田さん

蘭越町の伝統芸能「讃岐瑞穂神楽」蘭越町の伝統芸能「讃岐瑞穂神楽」

日本一おいしいお米を決める
「第12回米‐１グランプリinらんこし」開催！

日本一おいしいお米を決める
「第12回米‐１グランプリinらんこし」開催！

　　安田伸二さんの
「ゆめぴりか」がグランプリ受賞 !! 

　　安田伸二さんの
「ゆめぴりか」がグランプリ受賞 !! 

５
品
、
東
北
33
品
、

関
東
11
品
、
中
部

１
０
３
品
、
近
畿

８
品
、
中
国
６
品
、

九
州
４
品
。
品
種

別
に
見
る
と
、

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

が
断
ト
ツ
に
多

い
１
１
８
品
で
、

次
い
で
「
な
な
つ

ぼ
し
」
63
品
、「
い

の
ち
の
壱
」
46
品
、

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

40
品
の
ほ
か
、
20

種
類
を
超
え
る

品
種
の
お
米
が

出
品
さ
れ
ま
し

た
。

壱
』
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を
持
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
の
で
、
今

年
は
何
と
か
北
海
道
の
『
ゆ

め
ぴ
り
か
』
で
取
り
戻
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
う
ち
の
お
米
で
取
れ
た

と
い
う
こ
と
が
最
高
の
幸
せ

で
す
」
と
話
し
、
満
場
の
拍

手
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
留
萌

市
・
室
田
強
志
さ
ん
の
「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
と
、
岐
阜
県
下

呂
市
・
熊
﨑
正
人
さ
ん
の「
い

の
ち
の
壱
」
が
選
ば
れ
、
金

賞
に
は
剣
淵
町
・
武
山
昌
彦

さ
ん
、
旭
川
市
・
谷
口
威
裕

さ
ん
、
蘭
越
町
・
中
山
力
也

さ
ん
（
品
種
は
全
て
「
ゆ
め

ぴ
り
か
」）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
査
を
終
え
て
、
審
査
委

評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

地
熱
調
査
の
作
業
中
に
蒸

気
が
噴
出
し
、
河
川
が
白
濁

す
る
と
い
う
未
曾
有
の
事
態

が
起
き
た
２
０
２
３
年
の
蘭

越
町
。
町
は
速
や
か
に
河
川

か
ら
の
農
業
用
水
の
取
水
を

停
止
し
、
生
産
者
と
一
体
と

な
っ
て
風
評
被
害
の
ピ
ン
チ

を
乗
り
越
え
、
例
年
よ
り
も

素
晴
ら
し
い
お
米
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
努
力
と

工
夫
、
研
鑽
を
積
み
重
ね
て

き
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
、
蘭
越
町
の
新
米
を

味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。

員
長
の
札
幌
保
健

医
療
大
学
・
荒
川

義
人
客
員
教
授
は
、

「
今
年
は
猛
暑
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
逆
に
例
年

よ
り
も
お
い
し
さ

の
レ
ベ
ル
が
高
く
、

非
常
に
難
し
い
審

査
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
生
産
者
の

皆
さ
ん
の
努
力
の

賜
物
な
の
だ
ろ
う

と
、
改
め
て
敬
服
し

た
次
第
で
す
」
と
講

受賞者６名。左から中山力也さん、
谷口威裕さん（代理）、熊﨑正人さん（代理）、
安田伸二さん、室田強志さん、武山昌彦さん 表彰式で喜びを分かち合う金秀行町長と安田さん

蘭越

３大会ぶりに地元の快挙 !!

2024年1月1日 （2）



知
れ
ば
知
る
ほ
ど
︑
広
が
る
美
味
し
さ

﹃
ミ
ル
ク
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
２
０
２
４
﹄
開
催

　
「
道
産
チ
ー
ズ
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
家
庭
の
料

理
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の

チ
ー
ズ
を
も
っ
と
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
１
９
９

２
年
に
制
定
さ
れ
た
11
月
11

日
の
「
チ
ー
ズ
の
日
」
に
ち

な
み
、
北
海
道
牛
乳
普
及
協

会
と
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
主
催
に
よ
る

「
道
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
」
が
今

年
も
11
月
３
日
に
札
幌
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　　

セ
ミ
ナ
ー
第
一
部
は
岩
見

沢
農
業
高
等
学
校
食
品
科
学

科
の
牛
乳
・
乳
製
品
製
造
専

攻
班
の
３
年
生
３
人
か
ら
、

２
０
２
３
年
度
の
活
動
テ
ー

実
施
。
10
月
に
は
21
年
の
Ａ

Ｌ
Ｌ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
フ
ィ

バ
ス
の
瞳
」
を
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
チ
ー

ズ
ア
ワ
ー
ド
に
日
本
代
表
と

し
て
３
度
目
、
２
年
連
続
の

出
品
を
果
た
す
。
ま
た
製
品

開
発
で
は
、
３
年
前
か
ら
進

め
て
き
た
ワ
イ
ン
入
り
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
製
品
化
に
成

功
。
23
年
度
は
空
知
ワ
イ
ン

の
活
用
の
可
能
性
を
広
げ
る

た
め
フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
開
発
や
、
地
元
洋
菓
子

店
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
廃
棄
処
分
と
な
っ
て

い
た
同
校
生
産
の
野
菜
や
加

工
品
を
活
用
し
た
惣
菜
パ
ン

マ
「
空
知
ワ
イ
ン
を
使
っ
た

製
品
を
身
近
な
も
の
に
〜
世

界
に
羽
ば
た
く
空
知
ワ
イ
ン

と
乳
製
品
の
可
能
性
〜
」
に

関
す
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ

た
。
同
校
で
は
地
元
・
空
知

地
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
良

質
な
ブ
ド
ウ
を
生
か
し
、
今

や
生
産
地
と
し
て
知
名
度
が

高
ま
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
を
地

域
の
特
産
品
・
新
た
な
食
文

化
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
空
知
ワ
イ

ン
を
活
用
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
の
研
究
・
開
発
や
、

広
く
地
域
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
な
が
ら
、
空
知

産
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

製
品
を
道
内
か
ら
全
国
へ
、

さ
ら
に
は
世
界
進
出
に
向
け

挑
戦
し
続
け
て
い
る
。

　

今
年
の
主
な
活
動
と
し
て
、

１
月
に
は
「
ミ
ル
ク
＆
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
２

０
２
３
」に
参
加
し
、ス
テ
ー

ジ
発
表
や
同
校
で
製
造
す
る

４
種
類
の
チ
ー
ズ
の
販
売
も

地
域
の
特
産
品
を
活
用
し
た

次
代
を
担
う
高
校
生
の
挑
戦

地
形
と
水
質
に
適
し
た

チ
ー
ズ
作
り
で
世
界
に
挑
戦

市
販
の
チ
ー
ズ
で

簡
単
に
作
れ
る
料
理
を
提
案

の
製
品
化
を
実
現
。
世
界
的

に
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
着
目
し
た
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
発

表
を
終
え
た
学
生
た
ち
か
ら

は
「
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
次

の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
ぎ
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た

チ
ー
ズ
・
乳
製
品
を
使
っ
て

地
域
を
盛
り
上
げ
、
さ
ら
に

全
国
、
世
界
へ
と
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
、
地
域
を
支

え
る
次
代
の
担
い
手
と
し
て

の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

第
二
部
は
共
働
学
舎
新
得

農
場
代
表
の
宮
嶋
望
氏
に
よ

る
「
日
本
の
土
壌
に
適
し
た

酪
農
と
は
・
・
・
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
宮
嶋

　

道
内
各
地
の
チ
ー
ズ
工
房

と
国
内
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー

（
予
定
／
札
幌
74
社
・
帯
広

64
社
）
の
牛
乳
・
乳
製
品
が

一
同
に
そ
ろ
う
新
年
恒
例
イ

ベ
ン
ト
『
ミ
ル
ク
＆
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
』（
主

催
／
北
海
道
牛
乳
普
及
協

会
・
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組

合
連
合
会
）が
開
催
さ
れ
る
。

　

特
別
企
画
は
、
親
子
バ

タ
ー
作
り
体
験
（
特
設
サ
イ

ト
で
事
前
募
集
※
帯
広
会
場

で
は
チ
ー
ズ
作
り
体
験
も
）。

あ
る
こ
と
。
温
度
帯
に
あ
っ

た
環
境
微
生
物
や
動
植
物
が

最
も
豊
富
な
環
境
で
、
牛
の

餌
と
な
る
栄
養
豊
富
な
草
の

生
産
力
が
高
く
、
牛
が
丈
夫

で
健
康
に
育
つ
と
と
も
に
、

チ
ー
ズ
の
発
酵
に
適
し
た
土

壌
微
生
物
が
多
く
存
在
す
る

火
山
灰
地
と
い
う
環
境
な
ど
、

チ
ー
ズ
作
り
に
最
適
な
条
件

が
北
海
道
、
特
に
十
勝
に
そ

ろ
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
日

本
の
水
質
の
ほ
と
ん
ど
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
主
体
の
硬

水
に
対
し
て
、
微
生
物
の
作

用
し
や
す
い
軟
水
で
あ
る
こ

と
。
さ
ら
に
そ
の
上
で
、
牛

の
飼
育
環
境
や
、
搾
乳
室
か

ら
チ
ー
ズ
工
場
ま
で
の
距
離

や
位
置
関
係
、
建
築
資
材
に

は
鉄
で
は
な
く
木
や
石
な
ど

の
自
然
素
材
を
使
い
、
さ
ら

に
生
命
に
と
っ
て
良
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
流
れ
る
環
境
を
作

る
炭
に
注
目
し
、
全
て
の
施

設
の
下
に
多
く
の
炭
を
埋
め

る
な
ど
、
牛
を
飼
う
環
境
づ

く
り
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
な
牛

の
育
成
、
良
質
な
乳
、
お
い

し
い
チ
ー
ズ
が
作
ら
れ
る
こ

と
。
あ
わ
せ
て
チ
ー
ズ
に
は

免
疫
力
を
高
め
る
成
分
が

入
っ
て
お
り
、
病
気
に
強
い

体
質
を
作
る
た
め
に
も
チ
ー

ズ
を
食
べ
た
方
が
良
い
と
い

う
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
が
普
段
食
べ
て

い
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
は
、

自
然
の
恩
恵
や
科
学
の
力
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
な
が
ら
私

た
ち
の
手
元
に
届
い
て
い
る

帯
広
開
催・と
か
ち
プ
ラ
ザ

１
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）

札
幌
開
催・丸
井
今
井
札
幌
本
店
大
通
館

１
月
18
日（
木
）〜
23
日（
火
）

さ
ら
に
帯
広
で
は
毎
日
先
着

１
０
０
本
の
牛
乳
配
布
、
札

幌
で
は
子
ど
も
を
対
象
に
北

海
道
牛
乳
普
及
協
会
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
元
気
く
ん
」
登
場

時
に
毎
日
２
回
（
平
日
各
15

本
、
土
日
各
25
本
）
の
牛
乳

配
布
を
行
う
。
ス
テ
ー
ジ
企

画
で
は
、
チ
ー
ズ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
石
川
尚
美
さ
ん
に

よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
ク

イ
ズ
ス
テ
ー
ジ
、
出
店
社
の

紹
介
や
ミ
ル
ク
＆
チ
ー
ズ
レ

シ
ピ
の
紹
介
（
札
幌
の
み
）

な
ど
を
実
施
。
ま
た
販
売

ブ
ー
ス
で
は
、
道
産
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
・
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
、
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド

北
海
道
エ
ー
ル
ギ
フ
ト
販
売

（
１
日
50
個
）、
日
替
わ
り

チ
ー
ズ
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
、

道
産
牛
乳
飲
み
比
べ
セ
ッ
ト

（
帯
広
の
み
）
な
ど
を
用
意
。

さ
ら
に
札
幌
限
定
企
画
と
し

て
、
農
業
高
校
牛
乳
・
乳
製

品
販
売
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

販
売
、
道
産
チ
ー
ズ
を
使
用

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
蒸
し
パ
ン

（
セ
ル
ク
ル
円
山
）
や
経
産

牛
を
使
用
し
た
ハ
ン
バ
ー
グ

の
販
売
、
専
門
学
校
と
コ
ラ

ボ
し
た
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
北
海

道
カ
フ
ェ
な
ど
も
開
設
さ
れ

る
。

　

詳
し
く
は
、
ミ
ル
ク
＆
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
特

設
サ
イ
ト
（https://m

c
fair.jp

）、
ま
た
は
チ
ー
ズ

フ
ェ
ア
公
式
I
n
s
t
a

g
r
a
m
、F
a
c
e
b
o
o
k
、

X
（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）

で
最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

令和5年度・第44回牛乳・
乳製品利用料理コンクール

〈カッテージチーズ〉
牛乳
酢
天日塩
〈ジェノベーゼソース〉
大葉
クルミ
EXVオリーブ油
天日塩
粉チーズ
ホエーA

〈パスタ〉
パスタ1.4㎜（5分茹で）
ホエーB
トマト
モッツァレラチーズ
天日塩

①パスタをバットの上に広げておく。
②鍋に牛乳を入れ、60～75℃に温める。火を消し、酢を加えてゆっくりと混ぜる。
③分離したらキッチンペーパーを2枚重ねて敷いたザルで漉し、5～10分放置し、軽く
水分を絞る。この時に出るホエーを大さじ4はソース用によけておく。→ホエーA

　残りのホエーBは熱い状態のまま①のパスタにかけて軽く混ぜる。
④③のカッテージチーズをボウルに移し、塩を加えて軽く混ぜる。
⑤大葉とクルミを刻み、EXVオリーブ油、塩、粉チーズを加え、すり鉢ですりつぶす。③
のホエーA大さじ4を加え混ぜ合わせる。

⑥お湯を沸かし、塩（分量外）を入れる。③のパスタをホエーBごと3分程度茹で、冷
水でしめる。

⑦トマトとモッツァレラチーズを一口大に切る。
⑧ボウルに⑤と⑥を入れて混ぜ、塩で味を調整する。
⑨皿に盛り付け、④と⑦を飾る。

●カッテージチーズを作る際にできるホエーを活用したレシピです。
●ホエーを加えることでソースとパスタを混ぜ合わせやすくし、酸味が加わることで
さっぱりで食べやすくなります。

●ホエーにパスタをつけておくことで茹で時間を短縮できます。
●精製塩を使う場合は、塩加減を調整する必要があります。

●作り方

●POINT

500㎖
大さじ2

小さじ1/2

50g（80枚程度）
30g

大さじ8
小さじ2
大さじ2
大さじ4

400g
適量
2個

1個（100g）
適量

手作りカッテージチーズと大葉ジェノヴェーゼの冷製パスタ
（所要時間35分）

北海道佐呂間高等学校3年生・早坂花凛さん作

最優秀賞金賞レシピ 道
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を

も
っ
と
毎
日
の
食
卓
に
！

道
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を

も
っ
と
毎
日
の
食
卓
に
！

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
︑
広
が
る
美
味
し
さ

﹃
ミ
ル
ク
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
２
０
２
４
﹄
開
催

岩見沢農業高校生徒による
研究発表の様子

プロによる料理実演に参加者も
真剣に聞き入っていた

主催者を代表して開会
のあいさつをするホク
レン農業協同組合連
合会代表理事副会長
でもある徳田善一北海
道牛乳普及協会会長

氏
は
酪
農
家
工
房
の
先
駆
け

と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
で
初

め
て
生
産
者
と
し
て
シ
ュ
バ

リ
エ
（
チ
ー
ズ
鑑
定
士
）
の

称
号
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
授
与
。

２
０
１
６
年
に
は
メ
ー
ト

ル
・
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
（
チ
ー

ズ
熟
成
士
最
高
位
）
の
称
号

も
授
与
。
現
在
も
全
国
各
地

で
チ
ー
ズ
文
化
の
理
解
と
醸

成
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

講
演
で
は
共
働
学
舎
が
目
指

し
て
い
る
チ
ー
ズ
の
価
値
は

一
に
も
二
に
も
品
質
＝
お
い

し
さ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
条
件
に
付
い
て
解
説
。

朝
日
と
夕
日
が
し
っ
か
り
と

当
た
る
地
形
。朝
・
昼
・
夕
・

夜
と
い
う
温
度
差
に
違
い
が

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
総
料
理
長
の
伊
藤
博

之
氏
に
よ
る
市
販
の
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
料
理

の
実
演
と
試
食
が
行
わ
れ
た
。

実
演
メ
ニ
ュ
ー
は
「
オ
ニ
オ

ン
グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ　

ブ
ル
ー

チ
ー
ズ
の
香
り
」「
秋
鮭
の

ソ
テ
ー　

ア
リ
ゴ
添
え
」。

デ
ザ
ー
ト
に
「
い
ち
ご
の
ベ

イ
ク
ド
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
も

添
え
ら
れ
た
。
試
食
料
理
の

レ
シ
ピ
は
北
海
道
牛
乳
普
及

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.m
ilk-genki.jp/

）
の

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
で
紹
介

し
て
い
る
の
で
、
お
試
し
あ

れ
。

●材料（４人分）

「病気に強い体質を作るためにも
チーズをもっと食べてほしい」と話す
共働学舎新得農場代表の宮嶋望氏

（3） 2024年1月1日



　

ー
消
費
者
と
生
産
者
が
相

互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
ど
ん
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

　

樽
井　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
も
過
去
か
ら
様
々
な
広

報
媒
体
、
活
動
を
通
じ
て
消

費
者
へ
農
業
、
農
畜
産
物
、

生
産
現
場
の
情
報
発
信
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
食

料
自
給
率
の
向
上
や
認
知
度

向
上
な
ど
に
対
し
て
必
ず
し

も
満
足
い
く
結
果
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
昨
今
の
社
会
情
勢
を

鑑
み
る
と
、
消
費
者
の
皆
さ

ま
に
対
し
て
今
ま
で
以
上
に

食
料
安
全
保
障
を
強
化
す
る

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ

と
消
費
者
と
つ
な
ぐ
努
力
が

相
互
に
必
要
で
、
農
家
が
実

際
に
や
っ
て
い
る
努
力
を
Ｐ

Ｒ
し
、Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
生
産
者

と
消
費
者
双
方
の
理
解
と
利

益
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ー
弊
社
は
食
材
の
国
産
率

を
高
め
る
た
め
、
家
庭
の
場

で
は
「
食
卓
革
命
」、
中
食
・

外
食
で
は
「
厨
房
革
命
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
国
産

率
を
高
め
る
た
め
討
議
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

必
要
性
や
、
農
業
、
国
産
・

北
海
道
産
農
畜
産
物
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ

れ
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
安
全
・
安
心

な
国
産
農
畜
産
物
を
こ
れ
か

ら
も
作
り
続
け
、
供
給
し
て

い
き
ま
す
の
で
消
費
者
の
み

な
さ
ま
は
今
ま
で
以
上
に
国

産
・
北
海
道
産
の
農
畜
産
物

を
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

髙
田　

消
費
者
協
会
の
考

え
方
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
も
あ
り
「
適
正
価
格
で

安
心
で
き
る
も
の
」
を
求
め

て
い
ま
す
。
消
費
者
は
主
に

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入
し
ま

す
が
、
大
概
は
産
地
と
価
格

を
気
に
す
る
程
度
で
あ
り
、

　
世
界
情
勢
の
激
変
（
戦
争
や
内
乱
）、
さ
ら
に
、
異
常
気
象

や
気
候
変
動
に
よ
る
作
物
の
不
均
衡
が
生
じ
る
と
、
食
料
自

給
率
の
低
い
日
本
は
た
ち
ま
ち
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
価

格
高
騰
や
品
薄
状
態
に
陥
る
。一
番
困
る
の
は
最
終
ユ
ー
ザ
ー

の
日
本
国
民
だ
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、

資
源
小
国
の
日
本
は
石
油
市
場
や
肥
料
の
供
給
不
安
も
生
じ

て
価
格
は
高
騰
し
た
。
国
民
の
生
命
を
守
る
食
料
安
全
保
障

を
早
急
に
確
立
し
な
け
れ
ば
、
国
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活

は
守
れ
な
い
。
農
業
界
ト
ッ
プ
と
消
費
者
団
体
ト
ッ
プ
と
の

対
談
を
緊
急
セ
ッ
ト
し
、
食
料
安
保
に
つ
い
て
討
議
し
て
も

ら
っ
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

進
行
・
構
成
／
山
田
勝
芳

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
で
も
細
か

い
説
明
ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

野
菜
直
販
所
や
米
通
販
な
ど

農
家
と
顔
の
見
え
る
関
係
は

で
き
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の

割
合
は
小
さ
い
で
す
。
有
機
、

減
農
薬
、
自
然
栽
培
な
ど
質

の
高
い
食
品
に
対
す
る
関
心

は
高
い
で
す
ね
。

　

生
産
者
と
消
費
者
、
ど
ち

ら
も
思
い
は
あ
り
関
心
も
あ

り
ま
す
が
、
産
地
と
大
消
費

地
が
離
れ
て
お
り
、
お
互
い

に
見
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の

「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
」
や
全
中
の
乃
木
坂
を

起
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
目

に
す
る
機
会
が
あ
り
、
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
は
成
功
し
て

消
費
者
と
生
産
者
双
方
の

理
解
と
利
益
に
つ
な
が
る

食
料
の
安
保
の
観
点
か
ら

鉄
道
存
続
は
必
要
不
可
欠

食
料
生
産
の
砦
は
北
海
道
だ

食
料
安
保
は
全
員
で
共
有

国
産
率
を
意
識
し
た
食
生
活

飼
料
国
産
化
へ
着
実
に
前
進

安
全
保
障
を
語
る

樽井 功氏

ＪＡ北海道中央会
代表理事会長

【 対 談 】

×

髙田 安春氏

公益社団法人
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食
料
の

　

樽
井　

わ
が
国
の
食
料
自

給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

38
％
と
先
進
国
中
で
最
低
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
北
海
道
の
食
料
自
給

率
は
２
２
３
％
と
な
っ
て
い

て
、
世
界
一
の
カ
ナ
ダ
と
同

等
の
水
準
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
年
間
１
０
０
０
万
人
以

上
の
食
料
を
生
産
・
供
給
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
国
民
・

道
民
の
皆
さ
ま
に
安
全
・
安

心
な
北
海
道
の
農
畜
産
物
を

安
定
供
給
し
て
い
く
こ
と
が

北
海
道
農
業
の
使
命
と
認
識

し
、
生
産
基
盤
、
生
産
力
を

維
持
・
拡
大
し
て
い
く
た
め

に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
産
率
、
自
給

率
の
向
上
は
生
産
現
場
の
努

力
だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
わ
れ
わ
れ
が
生
産
し
た

モ
ノ
を
消
費
者
、
事
業
者
の

皆
さ
ま
に
買
っ
て
い
た
だ
き

食
べ
て
い
た
だ
い
て
初
め
て

実
現
で
き
る
も
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
消
費
者
・
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
北
海
道
産
農
畜

産
物
、
農
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
考
え
の
下
、

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る

「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
で
は

『
北
海
道
５
５
０
万
人
と
と

も
に
つ
く
る
「
力
強
い
農
業
」

と「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」』

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、「
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー

タ
ー
づ
く
り
」
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

髙
田　
「
さ
っ
ぽ
ろ
と
れ

た
て
っ
こ
野
菜
料
理
講
習
会
」

「
札
幌
ポ
ト
フ
の
会
の
自
主

料
理
研
究
」
等
で
地
産
地
消

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
品
ロ
ス
に
関
す
る

講
座
を
開
い
て
、
規
格
外
野

菜
の
利
用
促
進
、
自
宅
で
の

野
菜
廃
棄
・
未
活
用
部
分
の

活
用
（
例
え
ば
カ
ボ
チ
ャ
の

タ
ネ
の
ス
イ
ー
ツ
、
カ
ボ
チ

ャ
の
ワ
タ
の
ス
ー
プ
）、
賞

味
期
限
切
れ
間
近
な
防
災
食

品
の
活
用
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

一
部
分
と
し
て
学
校
向
け
に

エ
シ
カ
ル
消
費（
環
境
配
慮
・

食
品
ロ
ス
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
な
ど
）
の
派
遣
講
座
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

ー
飼
料
の
国
産
化
の
取
り

組
み
は
ど
う
で
す
か
。

　

樽
井　

北
海
道
は
他
府
県

と
比
べ
て
草
地
面
積
が
大
き

い
の
で
粗
飼
料
の
確
保
は
あ

る
程
度
で
き
て
い
ま
す
が
、

主
に
コ
ー
ン
を
原
料
と
す
る

配
合
飼
料
は
輸
入
に
依
存
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

積
算
気
温
の
影
響
か
ら
生
産

可
能
な
地
域
が
あ
る
程
度
限

定
さ
れ
る
な
ど
課
題
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
子
実
用
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
作
付
面
積
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
や
、
デ
ン

ト
コ
ー
ン
な
ど
の
国
産
飼
料

の
生
産
向
上
に
今
ま
で
以
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

海
外
依
存
度
を
少
し
ず
つ
引

き
下
げ
、
飼
料
自
給
率
を
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
生
産
現

場
の
変
容
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
ー
消
費
者
か
ら
見
て
店
頭

価
格
が
安
い
こ
と
は
嬉
し
い

で
す
が
再
生
産
、
事
業
継
続

に
つ
な
が
る
価
格
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
協

会
は
「
価
格
研
究
」
み
た
い

な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

髙
田　

札
幌
市
の
受
託
事

業
で
価
格
調
査
を
月
１
度
行

っ
て
い
て
こ
れ
は
札
幌
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
な
か

に
エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
・
道

徳
的
）
消
費
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
商
品
を
選
ぶ
と
き
機

能
や
価
格
だ
け
で
は
な
く
生

産
過
程
で
誰
か
が
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
は
な
い
か
、
無
駄

は
出
て
い
な
い
か
な
ど
を
考

え
る
よ
う
に
啓
発
し
て
い
ま

す
。
実
際
、
消
費
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
価
格
と
並
び

ル
ー
ル
に
基
づ
き
つ
く
ら
れ

た
安
全
・
安
心
な
食
品
、
加

え
て
「
産
地
」
も
重
要
な
選
択

肢
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
で
生
活
は
苦
し
い

が
、
生
産
者
が
持
続
可
能
な

生
産
が
で
き
る
よ
う
に
買
い

支
え
る
の
も
消
費
者
の
役
割

で
す
。
近
所
で
買
い
物
を
し

な
い
と
店
が
成
り
立
た
な
く

な
る
、
北
海
道
の
農
産
物
を

買
わ
な
い
と
北
海
道
で
作
れ

な
く
な
る
こ
と
は
消
費
者
も

経
験
的
に
知
っ
て
い
ま
す
。

 　

ー
玉
ね
ぎ
や
馬
鈴
薯
な
ど

の
農
産
物
は
鉄
道
貨
物
で
全

国
へ
運
ん
で
い
ま
す
。
食
の

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、「
赤

字
路
線
廃
止
と
貨
物
維
持
」

「
新
幹
線
開
通
時
の
在
来
線

廃
止
と
貨
物
維
持
」
の
是
非

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

樽
井　

北
海
道
は
食
料
供

給
基
地
と
し
て
首
都
圏
は
じ

め
と
し
て
全
国
各
地
に
農
畜

産
物
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
北
海
道
は
本
州
と
陸

路
で
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
北
海
道
自
体
も
広
大

で
あ
り
、
物
流
の
制
約
を
受

け
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、Ｊ
Ｒ
貨
物
、

ト
ラ
ッ
ク
・
フ
ェ
リ
ー
、
海

上
コ
ン
テ
ナ
を
使
い
分
け
て

道
外
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
北
海
道
農

業
に
と
っ
て
重
要
な
物
流
に

関
し
て
、
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
物
流
問
題
は
大
き

く
２
つ
の
課
題
が
あ
り
、
一

つ
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
２

０
２
４
年
問
題
、
も
う
ひ
と

つ
は
貨
物
鉄
道
輸
送
の
問
題

で
す
。
国
民
に
農
畜
産
物
を

安
定
供
給
す
る
こ
と
は
食
料

安
全
保
障
の
強
化
の
た
め
に

も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
物
流
問
題
の
解

決
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
と
し
て
は
引
き
続
き
、

産
地
と
消
費
地
の
協
力
を
得

な
が
ら
輸
送
力
の
確
保
に
向

け
て
物
流
の
効
率
化
と
改
善

に
努
め
て
い
き
ま
す
が
物
流

問
題
は
国
民
・
道
民
全
体
の

問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

政
府
や
北
海
道
に
対
し
、「
鉄

道
の
維
持
を
基
本
と
し
た
流

通
体
制
の
構
築
」
の
う
え
、

他
の
輸
送
手
段
を
含
め
た
万

全
な
物
流
体
制
の
構
築
へ
向

け
て
、
関
係
団
体
と
連
携
し

て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
単

独
で
は
維
持
困
難
と
す
る
８

線
区
（
赤
字
線
区
）
に
は
、

貨
物
列
車
が
走
行
す
る
３
線

区
が
含
ま
れ
て
お
り
、
石
北

線
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

赤
字
路
線
廃
止
も
、
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
寸
断
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
の
で
、
国

交
省
の
監
督
命
令
を
受
け
て

現
在
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
進
め

る
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
注
視
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

髙
田　

石
北
線
に
つ
い
て

は
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
も
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

沿
線
の
み
な
ら
ず
北
海
道
全

体
と
し
て
も
存
続
・
維
持
に

向
け
て
、
総
力
を
結
集
す
べ

き
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、Ｊ
Ｒ
は
単

独
で
は
路
線
維
持
が
困
難
な

線
区
と
し
て
公
表
し
て
お
り
、

高
い
営
業
係
数
と
輸
送
密
度

の
低
さ
か
ら
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
こ
と
も
実
態
で
す
。

　

赤
字
路
線
の
廃
止
に
該
当

し
た
場
合
、
貨
物
線
単
独
と

し
て
の
存
続
は
極
め
て
困
難

に
な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
令
和
５
年
10
月
11
日
に

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
コ
ス
ト
の
上
昇

を
受
け
、
運
賃
の
値
上
げ
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
十
勝
に
存
在
し
た「
ふ

る
さ
と
銀
河
線
」
の
廃
止
協

議
に
携
わ
り
、
鉄
道
存
続
の

難
し
さ
は
身
を
持
っ
て
体
験

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

廃
止
と
な
っ
た
場
合
の
農

産
物
輸
送
は
、
旭
川
も
し
く

は
札
幌
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

す
る
か
、
近
隣
港
か
ら
の
貨

物
船
や
各
空
港
の
エ
ア
カ
ー

ゴ
の
利
用
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
施
設
の
整
備

充
実
が
必
須
で
す
し
輸
送
量
、

輸
送
費
用
の
課
題
も
大
き
い
。

や
は
り
、
食
料
安
全
保
障
の

点
か
ら
も
鉄
道
の
存
続
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で

「
食
料
安
保
」
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

樽
井　

昨
今
の
世
界
情
勢

は
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災

害
や
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ

ス
ラ
エ
ル
紛
争
な
ど
か
つ
て

な
い
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
食
料
だ
け
で
は
な
く
飼

料
や
肥
料
な
ど
も
今
ま
で
の

よ
う
に
何
で
も
海
外
か
ら
安

い
も
の
を
輸
入
で
き
る
時
代

は
終
わ
っ
た
と
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

今
は
す
べ
て
の
分
野
で
大
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
食
料
安
全
保
障

が
国
家
の
喫
緊
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
の
検
証
・
見
直
し
や
、

農
業
政
策
全
般
の
見
直
し
に

取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
の
北
海

道
農
業
の
確
立
に
向
け
た
展

開
方
法
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
基
本
政
策
の
確
立
が
必

要
と
考
え
、
わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
運
動
展

開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
こ
の
大
転
換
期
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
わ
が

国
最
大
の
食
料
供
給
基
地
を

担
う
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
、

そ
し
て
、
生
産
者
ひ
と
り
ひ

と
り
が
国
民
に
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
を
安
定
供
給
す

る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
も
真
摯
に
農

業
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
を
確
立
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
の
食

料
安
全
保
障
の
強
化
に
直
結

す
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

髙
田　

日
本
の
食
料
自
給

率
は
昭
和
35
年
の
79
％
か
ら

大
き
く
低
下
し
、
令
和
４
年

は
38
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
と
の

戦
争
を
は
じ
め
、
世
界
各
地

で
紛
争
が
勃
発
、
さ
ら
に
円

安
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
食

料
の
安
全
保
障
は
喫
緊
の
課

題
と
考
え
ま
す
。
こ
の
状
況

の
対
応
の
ひ
と
つ
と
し
て
政

府
は
民
間
事
業
者
に
対
し

「
食
料
危
機
時
の
生
産
計
画
」

の
作
成
を
求
め
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
は
国
内
有
数
の
食

料
生
産
基
地
で
、
有
事
の
際

は
食
料
供
給
の
中
心
地
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

　

道
産
品
の
ル
ー
ル
に
基
づ

い
た
安
全
・
安
心
で
美
味
し

い
優
れ
た
品
質
情
報
を
発
信

し
続
け
る
と
と
も
に
、
生
産

者
が
持
続
可
能
な
基
盤
体
制

の
強
化
や
安
定
し
た
生
産
体

制
の
維
持
が
、
食
料
安
全
保

障
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
を
注
視
し
つ
つ
、
消
費

者
団
体
と
し
て
も
積
極
的
に

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ー
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真左側
髙田 安春 会長

ＪＡ北海道中央会
樽井 功 代表理事会長

写真右側
樽井 功 会長

公益社団法人札幌消費者協会
髙田 安春 会長

２３１‐１４０５
２３１‐１４０５
６４３‐１８８０

０１４４‐７３‐２９８３
２２２‐８３１２
３７６‐０２９９
２６１‐９６２６

本社・札幌市中央区北４条西１１丁目
ギフトセンター 札幌市中央区北４条西１１丁目
中央市場札中センター売店
苫小牧支店
　 札幌三越 肉処「おおがね」
新さっぽろアークシティ サンピアザ店「肉のおおがね」
OHGANEHAM

〒078-8383
北海道旭川市西神楽3線8号
℡（0120）049-397
http://www.yukihikari.com/

農業生産法人 市川農場
代表取締役  市川 範之

ゆめぴりかを超える新しい北海道米

「ゆきさやか」
市川農場が世に出したお米です。

正規品
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―
管
内
の
森
林
・
木
材
産

業
の
現
状
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

浅
田　

管
内
の
森
林
面
積

は
約
33
万
㌶
で
、
管
内
総
面

積
の
約
77
％
を
占
め
て
お

り
、
全
道
の
森
林
面
積
の
約

6
％
で
す
。

　

内
訳
は
国
有
林
が
48
・
8

％
、
道
有
林
が
10
・
8
％
、

一
般
民
有
林
が
40
・
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
管
内
の
一

般
民
有
林
を
林
種
別
・
樹
種

別
に
み
る
と
、
天
然
林
は
ナ

ラ
、カ
バ
、カ
エ
デ
、ブ
ナ（
自

生
地
の
北
限
は
黒
松
内
町
）

な
ど
の
広
葉
樹
が
多
く
、
人

工
林
は
カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ

ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
天
然
林
の

割
合
が
高
く
、
人
工
林
率
は

約
2
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
森
林
は
公
共
造
林

事
業
で
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
市
町
村
に
お
い
て
は
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

管
内
に
は
南
し
り
べ
し
、

よ
う
て
い
の
2
つ
の
森
林
組

管
内
の
森
林
の
現
状

林
業
や
木
材
産
業

従
事
者
の
現
状

地
材
地
消
の
取
り
組
み

も
積
極
的
に

道
民
の
理
解
と
参
加
の

促
進
に
向
け
て

℡
0
1
3
6・23・1
3
8
1

●
北
海
道
後
志
総
合
振
興
局

　
産
業
振
興
部
林
務
課

北海道後志総合振興局
産業振興部林務課
浅田 勝美 さん

や
育
樹
祭
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
一
時
期
、
そ
れ
ら
の
イ

ベ
ン
ト
は
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
に

な
り
5
月
に
は
厚
真
町
で
北

海
道
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
を
迎
え
、
コ

ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

企
業
サ
イ
ド
で
も
、
自
ら

森
林
の
環
境
保
全
に
貢
献
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
ト
レ
ン

ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の

部
署
に
も
企
業
の
方
か
ら
そ

の
よ
う
な
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
ね
。

　

管
内
の
大
き
な
特
殊
性
を

上
げ
る
と
す
れ
ば
、
特
に
ニ

セ
コ
地
区
は
世
界
的
な
リ

ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
、
森
林
の

開
発
が
非
常
に
多
い
。
森
林

の
保
全
と
開
発
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
く

の
か
。
法
律
に
基
づ
い
て
き

ち
ん
と
注
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

―
今
日
は
お
忙
し
い
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
後
志
地
域
林
業
担
い
手

確
保
推
進
協
議
会
」
で
は
、

担
い
手
の
確
保
に
向
け
、
地

域
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た

林
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
と
と
も
に
、
北
の

森
づ
く
り
専
門
学
院
（
北
森

カ
レ
ッ
ジ
）
と
の
連
携
支
援

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
見
学
実

習
に
つ
い
て
地
域
を
挙
げ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

北
森
カ
レ
ッ
ジ
の
開
院

は
、
本
当
に
大
き
な
希
望
と

な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
府
県

で
あ
れ
ば
毎
年
20
人
ほ
ど
の

卒
業
生
で
す
が
、
こ
こ
で
は

40
人
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
毎

年
そ
の
人
た
ち
が
、
道
内
の

団
体
や
企
業
で
働
い
て
い
た

だ
け
る
。
年
数
が
経
つ
に
従

い
、
そ
の
存
在
の
重
み
は
増

し
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
令

和
3
年
度
に
「
し
り
べ
し
の

林
業
」「
後
志
地
域
の
魅
力

―
し
り
べ
し
時
間 
し
り
べ

し
暮
ら
し
ー
」
と
い
う
二
つ

の
動
画
を
作
成
し
、
幅
広
い

層
に
後
志
地
域
で
「
仕
事
す

る
」「
暮
ら
す
」「
余
暇
を
過

ご
す
」
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

も
ら
い
、
後
志
地
域
の
移
住

者
層
や
担
い
手
確
保
に
つ
な

が
る
よ
う
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

―
地
材
地
消
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
森
林
で
植
林
、
下
草
刈

り
、
除
間
伐
な
ど
の
山
づ
く

り
や
木
材
の
生
産
販
売
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、製
材
・
木
材
チ
ッ

プ
、
集
成
材
な
ど
加
工
工
場

が
7
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
資

源
が
成
熟
期
に
あ
り
一
層
の

利
用
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
公
共
施
設
な
ど
に
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
進
め
る
取
り
組
み

が
拡
大
し
て
い
る
ほ
か
、
地

域
材
の
利
用
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま

す
。

　

―
管
内
の
林
業
・
木
材
産

業
の
従
事
者
の
現
状
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

浅
田　

管
内
の
常
用
林
業

従
事
者
は
、
令
和
3
年
度
の

調
査
で
1
8
２
名
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
が
25
％

と
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
状

況
で
、
若
年
層
の
新
規
就
業

後志管内の林業・木材産業
北海道の林業・木材産業の今④

　

北
海
道
の
森
林
面
積
は
5
5
4
万
㌶
あ
り
、
総
面
積
の
71
％
を
森
林
が
占
め
て
い
ま

す
。
日
本
全
体
で
み
れ
ば
22
％
を
占
め
、
全
国
で
一
番
の
森
林
面
積
を
誇
り
、
林
業
・
木

材
産
業
が
マ
チ
の
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
後
志
管
内
の
林
業
・

木
材
産
業
を
特
集
し
ま
す
。
北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
林
務
課
の
浅
田
勝
美
さ
ん
に
管
内

の
特
徴
を
聞
き
、
代
表
す
る
企
業
や
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

し
て
、
後
志
産
地
域
材
で
提

供
で
き
る
建
築
物
な
ど
を
掲

載
し
た
部
材
カ
タ
ロ
グ
の
作

成
を
行
う
と
と
も
に
、
各
市

町
村
建
築
担
当
者
・
木
材
関

連
業
者
や
リ
ゾ
ー
ト
関
係
会

社
な
ど
を
対
象
と
し
た
地
域

材
利
用
に
関
す
る
意
見
・
情

報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
全
道
屈
指
の
強
度

を
持
つ
「
よ
う
て
い
カ
ラ
マ

ツ
」
の
特
徴
、
地
域
材
を
利

用
し
た
施
設
の
施
工
例
な
ど

を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
ほ
か
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
お
け
る
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
北
海
道
の
推
進
及
び
地
域

材
利
用
促
進
に
向
け
た
普

及
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

―
森
林
を
守
り
、
木
材
産

業
を
育
て
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
や
は
り
道
民
の
理

解
と
参
加
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
そ
の
取
り
組
み
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

浅
田　

道
民
の
皆
様
に
森

林
づ
く
り
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
昔
か
ら
植
樹
祭

　

浅
田　

振
興
局
の

独
自
事
業
と
し
て
、

「
後
志
産
木
材
活
用

促
進
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
管
内

の
地
域
材
利
用
の
拡

大
を
図
る
と
と
も

に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
を
推
進
す
る

た
め
、
リ
ゾ
ー
ト
開

発
会
社
な
ど
に
対
し

て
、
積
極
的
な
地
域

材
利
用
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と

よいていカラマツ材を使用したニセコ蒸溜所貯蔵庫よいていカラマツ材を使用したニセコ蒸溜所貯蔵庫

多様性に富んだ森づくりで
自然環境に配慮しています

千歳林業株式会社
本　　　社／虻田郡俱知安町字琴平152番地27 ℡（0136）23-2112
岩見沢支店／岩見沢市上幌向町529番地23 ℡（0126）32-6588
白 老 支 店／白老郡白老町字萩野680番地2 ℡（0144）83-9966

本社社屋と羊蹄山

代表取締役
栃木  幸広

カラマツを有効に使い切り、森林を循環させています

ようてい森林組合
代表理事組合長 有末 道弘

● 京極本所／虻田郡京極町字春日170 ℡（0136）42-2211
● 倶知安事業所／虻田郡倶知安町北3条東4丁目 ℡（0136）22-3905
● 北後志事業所／余市郡余市町大川町2丁目26番地 ℡（0135）23-3684新製材工場

蘭 越 本 所／磯谷郡蘭越町蘭越町635番地10 ℡（0136）57-5420
黒松内支所／寿都郡黒松内町字黒松内100番地3 ℡(0136)72-3740
http://www.minamishiribeshifa.or.jp/

主に森林の整備を中心に、
立木の買取や生産販売を行っています

本所

南しりべし森林組合
代表理事組合長  志 比 川  武

2024年1月1日 （6）



　

市
川
農
場
で
栽
培
さ
れ
た

「
難
消
化
性
で
ん
ぷ
ん
」
を

多
く
含
ん
だ
機
能
性
米
を
原

材
料
に
し
た
「
難
消
化
性
ラ

イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
」
と
「
難
消

化
性
デ
キ
ス
ト
リ
ン
」
入
り

パ
ン
を
1
月
か
ら
随
時
北
欧

パ
ン
で
販
売
。
太
り
に
く
い

機
能
性
パ
ン
と
し
て
今
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
「
難
消
化
性

デ
キ
ス
ト
リ
ン
」
と
は
、
食

物
繊
維
不
足
を
補
う
た
め
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
で
ん
ぷ
ん

か
ら
作
ら
れ
、
消
費
者
庁
か

ら
特
定
保
健
用
食
品
（
ト
ク

ホ
）
の
関
与
成
分
と
し
て
も

許
可
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
低

粘
性
・
低
甘
味
で
溶
け
や
す

く
、
水
に
溶
か
し
た
場
合
は
ほ

ぼ
透
明
で
、
耐
熱
性
・
耐
酸
性

に
も
優
れ
た
食
品
素
材
で
、

様
々
な
食
品
に
混
ぜ
合
わ
せ

て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

札
幌
市
西
区
琴
似
1
条
6

丁
目
4

-

16
グ
ラ
ン
ウ
ェ

ル
ネ
ス
琴
似
駅
前
1
階

℡
0
5
0・1
5
0
8・3
1
2
0

●
㈱
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｏ

旭
川
市
西
神
楽
3
線
8
号

℡
0
1
2
0・0
4
9・3
9
7

●
農
業
生
産
法
人
市
川
農
場

太
り
に
く
い
成
分「
難
消
化
性
ラ
イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
」と「
難
消
化
性

デ
キ
ス
ト
リ
ン
」入
り
パ
ン
を
北
欧
パ
ン
で
1
月
か
ら
販
売
！

市
川
農
場

　

一
方
、
市
川
農
場
の
「
難

消
化
性
ラ
イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
」

は
、
同
農
場
が
栽
培
す
る
難

消
化
性
で
ん
ぷ
ん
を
多
く
含

ん
だ
「
ス
リ
ム
ヒ
カ
リ
」

1
0
0
％
の
米
粉
で
す
。

　

ス
リ
ム
ヒ
カ
リ
は
日
本
で

初
め
て
難
消
化
性
の
成
分
を

記
載
し
た
機
能
性
米
で
、
ご

は
ん
一
膳
2
0
0
ｇ
中
7
0

0
0
ｍ
ｇ
の
難
消
化
性
で
ん

ぷ
ん
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

難
消
化
性
で
ん
ぷ
ん
（
レ
ジ

ス
タ
ン
ト
ス
タ
ー
チ
）
は
、

胃
で
吸
収
さ
れ
ず
に
大
腸
ま

で
届
く
野
菜
の
食
物
繊
維
の

様
な
天
然
の
食
物
成
分
で

す
。
そ
の
た
め
、
他
の
お
米

や
麺
類
の
様
に
炭
水
化
物
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
し
な
く
て
も
、

吸
収
さ
れ
な
い
の
で
太
り
に

く
く
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

炭
水
化
物
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ス
リ
ム
ヒ

カ
リ
は
お
米
の
で
ん
ぷ
ん
質

そ
の
も
の
が
天
然
の
難
消
化

性
の
成
分
な
の
で
、
元
々
従

来
の
お
米
と
は
全
く
で
ん
ぷ

ん
質
が
異
な
る
品
種
に
な
り

ま
す
。
同
農
場
で

は
平
成
26
年
か
ら

ス
リ
ム
ヒ
カ
リ
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
名

で
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

デ
キ
ス
ト
リ
ン

と
レ
ジ
ス
タ
ン
ト

ス
タ
ー
チ
は
似
た

よ
う
な
性
質
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、

デ
キ
ス
ト
リ
ン
の

方
が
水
に
溶
け
や

す
い
性
質
を
持
っ

て
い
て
、
水
溶
性

食
物
繊
維
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
北
欧

パ
ン
で
は
、「
難
消
化

性
ラ
イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
」

と
「
難
消
化
性
デ
キ
ス

ト
リ
ン
」
入
り
の
パ
ン

の
試
作
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。
今
年
1
月
に
よ

う
や
く
お
客
様
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
商
品

が
完
成
し
、
販
売
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
ラ
イ
ス
パ
ウ
ダ
ー

や
デ
キ
ス
ト
リ
ン
を
入
れ
た

か
ら
と
言
っ
て
味
や
見
た
目

は
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
北

欧
パ
ン
の
新
し
い
目
玉
、
機

能
性
パ
ン
と
し
て
積
極
的
に

販
売
し
て
い
き
ま
す
」
と
同

代
表
の
斉
藤
豪
さ
ん
も
太
鼓

太
り
に
く
い
成
分「
難
消
化
性

で
ん
ぷ
ん
」で
糖
質
制
限

市
川
農
場
の「
難
消
化

性
ラ
イ
ス
パ
ウ
ダ
ー
」

市
川
農
場
と
北
欧

パ
ン
の
コ
ラ
ボ
で
業

界
に
新
し
い
風
を

判
を
押
し
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
た
だ
美
味

し
い
だ
け
の
お
米
で
は
売
れ

な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
を

ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
す
。
美

味
し
い
の
は
当
た
り
前
。
そ

こ
に
も
う
一
つ
付
加
価
値
を

付
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
米
ア
レ
ル
ギ
ー
の
な

い
『
ゆ
き
ひ
か
り
』、
太
り
に

く
い
『
ス
リ
ム
ヒ
カ
リ
』
な

ど
、
今
後
も
お
米
に
限
ら
ず

機
能
性
米
の
需
要
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
い
ろ
い
ろ

な
食
品
会
社
と
コ
ラ
ボ
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
市
川

農
場
代
表
の
市
川
範
之
さ
ん

は
更
な
る
普
及
を
目
指
し
て

行
き
ま
す
。

難消化性ライスパウダー難消化性ライスパウダー

北欧パン北欧パン

難消化性でんぷん入りの
角食（後）とチョコレートシナモン（前）

難消化性でんぷん入りの
角食（後）とチョコレートシナモン（前） 難消化性でんぷん入りのメロンパン難消化性でんぷん入りのメロンパン

　

中
和
石
油
株
式
会
社
（
本

社
・
札
幌
）
の
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
で
は
、
一
般
家
庭
の

お
宅
に
灯
油
や
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
宅
配
を
行
っ
て
お
り
、

非
常
に
お
得
な
灯
油
・
ガ
ス
・

電
気
の
セ
ッ
ト
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
１
年
契
約
で

定
期
的
な
灯
油
の
配
達
が
可

能
で
あ
り
、
灯
油
・
電
気
・

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
各
種
セ
ッ

ト
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
は
、
電
気
使
用
量
が

多
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
と
し

て
札
幌
圏
で
最
安
ク
ラ
ス
の

「
エ
ネ
ワ
ン
電
気
」。
４
〜
６

人
世
帯
Ｌ
Ｌ
プ
ラ
ン
の
場

合
、
北
海
道
電
力
の
プ
ラ
ン

と
比
べ
て
年
間
４
７
６
４
円

も
料
金
が
お
得
に
な
り
ま
す

（
50
ア
ン
ペ
ア
契
約
、
使
用

量
４
３
０
k
W
h
／
月
で
計

算
。２
０
２
３
年
10
月
現
在
）。

　

今
回
、
申
し
込
み
の
際
、

「『
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
』を
見
た
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

当
紙
限
定
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

灯
油
と
電
気
の
セ
ッ
ト
を

中和のエネルギーなら、
灯油の宅配がカンタンで便利！

中和石油株式会社

申
し
込
む
と
、
初
回
の
灯
油

１
０
０
㍑
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
る
ほ
か
、
１
年
間
の
灯
油

が
１
㍑
あ
た
り
５
円
引
き

に
。
灯
油
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

の
セ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
、
ガ
ス

基
本
料
金
（
１
５
０
０
円
／

税
抜
）
か
ら
年
間
５
０
０
円

引
き
に
。
灯
油
・
ガ
ス
・
電

気
の
セ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
、
右

記
２
種
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
高
級
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

20
個
分
の
無
料
券
が
プ
ラ
ス

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ず
れ
の
セ
ッ
ト

も
、
同
社
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
１
年
間
は
ガ
ソ
リ
ン

が
い
つ
で
も
１
㍑
あ
た
り
５

円
引
き
、
洗
車
無
料
券
が
５

回
分
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

※
１
年
以
上
の
定
期
配
送
契

約
の
方
が
対
象
。
灯
油
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
２
０
０
㍑
以
上
で

契
約
の
方
が
対
象
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
払
い
の
方
が
対
象
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
和
石
油
株
式
会
社

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

℡
0
1
1・5
1
1・1
1
1
9
0

お客様と生産者を結ぶ懸け橋
ホクレンショップ・Aコープ

〒060-8550 札幌市北区北７条西1丁目2-6 TEL.011-756-3211

□国産野菜統一宣言
　野菜を安心で安全な国内産に統一販売しています。
□もぎたて市
　店内に生産者直売コーナーを設置し、
　生産者が収穫した新鮮野菜を販売しています。

稔りある大地とともに

代表取締役社長　酒 井 賢 二
札幌市中央区北４条西１丁目１番地（北農ビル18F） 代表Tel（０１１）２２２-２４４４

（7） 2024年1月1日



　応募方法は、①ご希望のプレゼント記号・商品名を明記のうえ、②お名前（フリガナも）③年齢④性
別⑤ご職業⑥郵便番号とご住所⑦電話番号⑧イーハトーヴを何処で手に入れたか⑨本紙へのご意
見、ご感想などを記入のうえ、本紙イーハトーヴまで、ハガキにてご応募ください。
　応募締切は2024年2月15日必着。
　宛先は、〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目緑苑ビル913 （株）情報企画イーハトーヴ・プレ
ゼント係
　なお、当選者の発表は3月中の発送をもって代えさせていただきます。

問東洋水産㈱北海道事業部
℡ 0133･75･3220

　おかげさまで「マルちゃん 激めんワンタンメン」は、昨
年45周年（1978年8月に登場）を迎えました。
　ガーリックとジンジャーの利いたしょうゆ味のスープ
にボリュームのあるワンタンが入ったラーメンです。

東洋水産から
「激めん ワンタンメン」
（1ケース12個入り）を5名様

すべての酪農家に応援メッセージを届けたい
イーハトーヴ編集室から
「牛乳贈答券千円分」を１０名様

問イーハトーヴ編集室
牛乳・乳製品消費拡大キャンペーン事務局
℡ 011･271･7651(山田)

　酪農は今、試練の時。農政の不在が酪農界をどん底
に突き落としました。遅すぎる国の支援策、酪農家たち
は弱ってしまってから国は重い腰を上げます。TPPに舵
を切った日本、外国の乳製品が国内に大量に流通してい
ます。その分、国産の原料乳は工場からはじかれてしま
い、結果として乳余りが大量に出るのは当然の帰結で
す。牛乳が好きな人も、牛乳が合わない人も「牛乳贈答
券」を身近な人へのお礼の品として活用し、牛乳の消費
拡大運動に参加していきましょう。

福山醸造から
「トモエ鮭うましゃぶ醤油仕立て」
2セットを6名様

　本品は、伝統製法「手火山（てびやま）造り」（古来より
伝わる削り節のうまみを外に逃がさないために考え出さ
れた直火式の燻し製法）の希少な道産鮭節と本醸造の
特級醤油を使用した、奥深い味わいのしゃぶしゃぶ用
スープです。鮭節特有の香り、風味、旨みを最大限に引き
出す「手火山造り」の鮭節を使用することで、素材の旨み
を引き立てる、上品な甘みの黄金だしに仕上げました。
　鮭節は鰹だしなどと比較して主にグルタミン酸が多く、
旨み成分のバランスが良い食材です。イノシン酸が豊富な
豚肉と合わせることで、旨みの相乗効果が期待できます。

問福山醸造㈱
℡ 0120･120･280

もち米の里ふうれん特産館から
「ソフト大福」
（8個入り）を5名様

　名寄市産「はくちょうもち」を使用し、同社独自の新
製法でなめらかで柔らかいもち生地が特徴です。
便利な個包装になりました。

問もち米の里ふうれん特産館
☎01655･3･2332

お届けは冷凍便となります。

　

本
紙
４
〜
５
頁
に
「
食
料

の
安
全
保
障
を
語
る
」
の
対

談
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
生

産
者
と
消
費
者
の
両
団
体

ト
ッ
プ
に
よ
る
対
談
。
食
料

自
給
率
38
％
と
低
い
日
本
は

加
工
食
品
の
原
材
料
費
が
高

騰
し
、
商
品
の
店
頭
価
格
は

〝
毎
月
１
日
恒
例
〞
の
よ
う

に
一
斉
に
値
上
げ
す
る
。
そ

れ
を
避
け
る
た
め
、
月
末
は

客
で
ご
っ
た
返
し
、
月
が
替

わ
る
と
極
端
に
客
足
が
遠
の

く
現
象
、
そ
れ
は
庶
民
の
さ

さ
や
か
な
生
活
防
衛
の
術
か
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
海
外
依
存
度
も

高
く
日
本
は
長
期
に
わ
た
る

円
安
傾
向
も
影
響
し
て
ガ
ソ

リ
ン
価
格
が
高
騰
し
、
そ
れ

に
伴
い
輸
送
費
高
騰
、ト
レ
ー

や
レ
ジ
袋
な
ど
石
油
由
来
の

包
装
資
材
の
製
造
費
も
上

昇
、
電
気
料
金
（
化
石
燃
料

火
力
発
電
）
も
上
昇
、
加
え

て
人
件
費
ア
ッ
プ
も
複
合
的

に
影
響
し
て
、
商
品
の
店
頭

価
格
上
昇
に
加
担
し
て
い
る
。

消
費
者
は
も
ち
ろ
ん
食
品
会

社
に
と
っ
て
も
、
小
売
店
に

も
、総
じ
て
頭
痛
の
タ
ネ
だ
。

　

農
畜
物
も
同
様
で
、
店
頭

価
格
は
高
め
の
ま
ま
だ
。
燃

料
費
・
輸
送
費
・
梱
包
費
・

人
件
費
そ
れ
ぞ
れ
が
上
昇
気

味
。
酪
農
・
畜
産
は
飼
料
高

騰
も
影
響
し
、
小
売
価
格
に

反
映
さ
れ
る
。
農
産
物
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
戦
乱
に
よ
り
肥

料
価
格
が
上
昇
し
、
農
産
物

全
般
に
色
濃
く
影
響
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
夏
の
猛

暑
の
影
響
で
変
形
・
変
質
等

で
収
量
ダ
ウ
ン
し
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　

海
水
温
の
変
化
（
上
昇
気

味
）
で
、
全
国
の
漁
獲
分
布
図

も
変
わ
っ
た
。
北
海
道
は
ブ

リ
・
フ
グ
の
漁
獲
量
は
今
で

編

集

長

の

ひ

と

り

ご

と

は
全
国
一
だ
。
し
か
し
、
調
理

法
が
い
ま
い
ち
だ
。

　

筆
者
は
仕
事
柄
ス
ー
パ
ー

の
価
格
を
よ
く
観
察
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
も
一
過
性

の
価
格
上
昇
は
度
々
あ
っ
た

が
、
一
年
以
上
の
ロ
ン
グ
ラ

ン
に
わ
た
る
価
格
上
昇
や
高

値
止
ま
り
は
初
体
験
だ
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　
「
欠
食
の
時
代
が
来
る
！
」

世
界
で
は
８
億
２
８
０
０
万

人
が
飢
餓
状
態
に
置
か
れ
て

い
る
（
国
連
発
表
）。
全
人
口

の
９
・
８
％
、
お
よ
そ
10
人

に
１
人
が
食
に
窮
す
る
状
態

だ
。
食
料
の
分
配
も
決
し
て

平
等
で
は
な
い
。

　

翻
っ
て
日
本
は
ど
う
か
。

昨
今
、
生
乳
を
廃
棄
さ
せ
た

り
、
コ
メ
余
り
だ
か
ら
と
減

反
を
求
め
た
り
、
目
先
の
農

政
に
追
わ
れ
る
。
飢
餓
地
帯

に
食
料
を
届
け
る
国
際
貢
献

だ
っ
て
あ
る
の
だ
が
。

　

日
本
の
社
会
で
も
所
得
格

差
が
増
大
、
子
ど
も
に
必
要

な
栄
養
が
十
分
に
行
き
渡
ら

な
い
世
帯
も
多
い
。さ
ら
に
、

海
外
依
存
度
が
増
す
日
本
は

戦
争
や
異
常
気
象
に
よ
る
混

乱
で
輸
入
が
減
っ
た
り
途
絶

え
た
と
き
、
富
裕
層
で
も
食

料
品
が
買
え
な
い
、
ま
さ
に

国
民
総
じ
て
欠
食
の
時
代
が

遠
か
ら
ず
や
っ
て
来
る
。　

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
お
ざ
な

り
に
し
て
き
た
食
料
の
安
全

保
障
を
国
民
や
産
業
界
に
も

呼
び
掛
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
食
料
安
保
は

一
朝
一
夕
で
国
民
の
行
動
規

範
と
は
な
ら
な
い
。
ス
イ
ス

の
よ
う
に
「
農
業
に
税
金
を

使
っ
て
自
国
農
業
を
守
る
」

権
利
と
義
務
を
憲
法
に
明
文

化
す
る
国
も
あ
る
。
日
本
も

そ
う
あ
り
た
い
。（
山
田
勝
芳
）

農
畜
産
物
の
高
い
海
外
依
存
度
と

円
安
で
日
本
に
欠
食
時
代
が
来
る

農
畜
産
物
の
高
い
海
外
依
存
度
と

円
安
で
日
本
に
欠
食
時
代
が
来
る

2024年1月1日 （8）
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